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■薬物乱用防止指導員とは
薬物乱用防止指導員は、保護司や学校薬剤師などの人
が県から委嘱を受けてなるもので、薬物に手を出し溺れ
ることを防ぐためにさまざまな活動をしています。具体
的には、春に不正ケシの除去活
動をしたり、薬物乱用防止啓発
キャンペーンや地域の行事の際
に、呼び掛けなどの啓発活動を
したりします。

■保護司として30年以上活動する中で
元々の本業は寺の住職で、他の住職から「この地区で
保護司が足らなくなったのでなってほしい」と頼まれた
ことが保護司になるきっかけでした。保護司は、罪を犯
した人の更生の手助けをしたり、犯罪や非行を未然に防
ぐための啓発活動をしたりします。最初はよく分からな
いままスタートしましたが、だんだん保護司の難しさが
分かってきました。今は、たとえ裏切られてもとにかく
相手を全面的に信用し、信頼関係を築くことが大切だと
思いながら、保護司を務めています。
保護司として、覚せい剤使用者を受け持つこともあり

ます。その際に、薬物乱用防止指導員の研修を受けてい
ると、参考になります。

■断る勇気・逃げる勇気が大切
若い人の中には、薬物の使用を悪いことだと思ってい
なかったり、いつでもやめられるものだと考えていたり
する人もいます。また、仲間外れになるのが嫌で「１回
ぐらいなら…」と手を出してしまう人もいます。しか
し、一度でも手を出してしまうと、完全に立ち直るこ
とは非常に難しいものです。断る勇気・逃げる勇気が大
切です。

■もっと多くの人に知ってほしい
昔、近所のお年寄りが、不正ケシだと知らず「きれい
な紫色の菊だ」と育てていたことがありました。ポスタ
ーなどで広報していますが、まだまだ知られていません。
また、啓発活動をしていても、「自分には関係ない」と
いう雰囲気で、反応は鈍いと感じています。もっと多く
の人に薬物の怖さを知ってもらい、そういった雰囲気を
なくせるよう、これからも活動を続けたいと思います。

老若男女、各分野で活躍するさま
ざまな「四日市人」を取材して、
その人の言葉で四日市の魅力な
どをお伝えするコーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」
でも紹介します。
　日時：11月１日～30日
　月水金日　９：30、20：30
　火木土　  12：30、20：30
■ＣＴＹ－ＦＭで毎月第２・第４日
曜日放送の「よっかいちわいわ
い人探訪！」でも紹介します。
　日時：11月11日・25日
　　　　８：54、14：54　
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▲不正ケシの除去活動

薬物乱用防止指導員
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保護司の傍ら、薬物乱用防止指導員としても長年
活動している加藤一英さんにお話を伺いました。

ダメ。ゼッタイ！薬物乱用防止 啓発キャンペーン 四日市大会
時11月25日（日)　10：45～15：00
所水沢市民広場（星の広場）
内麻薬探知犬による模擬演技、クイズ大会、大声大会など


